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緒   言 

シャーガス病はサシガメによって媒介されるクルーズトリパノソーマ原虫感染症で 

広く中南米で流行している。昆虫による感染以外に慢性シャーガス病の母親からの経胎盤感染

（先天性シャーガス病）は流行地域において現在でも大きな問題となっている。パラグアイは南

米の中央部に位置し西にボリビア、北にブラジル、南にアルゼンチンに囲まれているが、北西部

のチャコと呼ばれる乾燥地域は高度流行地となっている。 

 

対象と方法 

パラグアイの基幹病院 2 か所において、約 2000 人の妊産婦の血清検査を行い、約 10％がいわゆ

る慢性シャーガスと判定した。この妊産婦の出産した新生児について出生後数日以内に顕微鏡に

よる原虫血症およびＰＣＲ診断を行い、３％の原虫血症と１０％のＰＣＲ陽性者を検出した。す

べての陽性者から生まれた出生児について一年の長期フォローアップを行い、ベンズニダゾール

による治療の予後、血清診断、ＰＣＲ診断の母子感染制御プログラムにおける有用性を検討した。 

 

結   果 

顕微鏡による原虫の検出は信頼性が高いが感度に問題があるが、出生直後の治療の適応判断に有

用であることが明らかとなった。母体の抗体移行による血清診断の問題から 6－8 か月後の血清

抗体の陽性転換が母子感染の次の有用な診断法となるが、今回の研究で、これらの陽性者は出生

直後のＰＣＲ診断においてすでに陽性と判定されていることが判明した。 

考   察 

遠隔地などで医療環境が整っていない地域においては顕微鏡による原虫検査、あるいは抗体検査

の組み合わせによりある程度効率の良い早期治療が可能であることが示された。しかしＰＣＲ診

断法は出生初期から非常に感度良く母子感染児を検出することが可能であることも明らかとな

った。種々の医療環境を考慮したうえでこれらの診断法を適切に組み合わせた制御法を考慮する

必要があることを初めて報告した。 
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